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そ

展「科博コラボミュー

の

ジアムｉｎ平
塚－今年

他

はうるう年」は国立科

　

学博物館理工学部門と

】

共同で実施した。「博

【

物館まつり」は博物館

協

で活動している各サー

働

クルの
１年間の活動成

：

果を展示し、発表会を

】

行った。これらにより

目

特別展事業の充実を図

的

ることができた。

Ａ：

・

成果があがった

目標 事業の概要

２.事業の検証

指標名 単位

説明・算定式

活動指標① 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度
目

標

実

績

指標名 単位

説明・算定式

活動指標② 平成

１

17年度 平成18年度

.

平成19年度 平成20

事

年度 平成21年度 平成

業

22年度 平成23年度

の

目

標

実

績

指標名 単位

説

位

明・算定式

成果指標①

置

平成17年度 平成18

付

年度 平成19年度 平成

け

20年度 平成21年度

事

平成22年度 平成23

務

年度
目

標

実

績

指標名 単

事

位

説明・算定式

成果指

業

標② 平成17年度 平成

名

18年度 平成19年度

事

平成20年度 平成21

業

年度 平成22年度 平成

担

23年度
目

標

実

績

当

予

進捗状況
遅れ

算

ている理由

平成19年

科

度の主な取組と成果

平

目

成19年度
の検証結果

事

平成20年度  実施

業

計画事業評価シート 頁

種

博物館特別展事業

社会

類

教育部　博物館

01－ ハ100504－010 ー000 ○ ●

01 基本目

ド

標１　　豊かな心をは

ソ

ぐくみ、よろこびとふ

フ

れあいにあふれたまち

ト

総合計画の
02 ②〈感

根

性〉　　生涯学習や文

拠

化などを通じ、豊かな

法

感性をはぐくむ
位置付

令

け
02 2 優れた芸術

等

・文化を鑑賞する機会

対

を充実する

市民

□ □ □

象

□ 館事業参加市民

学芸

・

員の研究成果が特別展

受

で公開され、市民の知

益

的共有財産と 学芸員が

者

収集・調査・研究した

事

成果を市民の知的共有

業

財産とす
なっています

期

。 るため、特別展を開

間

催し、その成果を分か

委

りやすく具体的に展
示

託

します。

特別展開催日

、

数 日

夏期・秋期・春期

協

特別展、企画展、博物

働

館まつりの開催日数

1

【

38 150 150

15

委

9

特別展関連事業開催

託

日数 日

期間中の講演会

：

・見学会等

13 20 2

3

0

20

特別展開催期間

セ

中の入館者数 人

－

37

ク

,000 37,000

・

39,000

31,7

財

28

図録売上部数 部

－

団

500 550 600

6

企

44

①：予定どおり

特

業

別展は開館以来年３回

Ｎ

開催しているが、平成

Ｐ

１９年度は企画展を１

Ｏ

つ追加開催した。企画
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位

展事業の充実は欠かせ

施

ないと考える。

「平塚

策

の地盤展」「金目川展

へ

」など「相模川の水運

の

展

などの特別展の開の

貢

特別展の開催 」などの

献

特別展の

催 開催

0 0 0

高

0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

市

0

0 0 0 0 0 0 0

0 0

民

1,933 1,198

満

1,228 0 0

0 0 6

足

,259 5,917 6

度

,700 0 0

0 0 8,

を

192 7,115 7,

高

928 0 0

0.00 0

め

.00 108.12

0

る

.00 0.00 0.8

方

5 0.85 0.85 0

策

.00 0.00

0.0

業

0 0.00 0.00 0

有

.00 0.00 0.0

効

0 0.00

0 0 7,1

性

33 7,133 7,1

継

33 0 0

0 0 15,3

続

25 14,248 15

に

,061 0 0

● ○ ○ ○

よ

○ ○ ○

博物館が市民と

る

協働で実施している調

成

査活動成果を公表する

果

ために、今後も特別展

向

事業の充実は欠かせな

上

いと考える。

特別展の

の

外注部分である図録、

可

ポスターなどの印刷の

能

編集作業部分は職員が

性

やっており、これ以上

低

の削減は難しい環境に

そ

あるが
、使いやすいソ

の

フトの購入などでかか

他

わる時間数などの改善

事

を図る。

特別展事業を

業

通して、様々な情報を

の

発信し、その情報を
市

目

民と共有することによ

的

って、魅力あるまちづ

､

くりに寄
与できるもの

対

と考える。

象､内容
分 高

受益者負担､補助額
妥当性 中

業務の執行体制(人員配置､業務分担)
低

その他
析

業務プロセス改善による効率化の方策
高

コスト削減の可能性
効率性 中

事業手法(民活の余地､事業形態の検討)
低

その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平

項

成20年度 平成21年

目

度 平成22年度 平成2

分

3年度

決算額 決算額 決

析

算額 予算額 計画額 計画

の

額 計画額

事業内容

国庫

視

支出金
財

県支出金
源

起

点

債
内

その他　特財
訳

一

左

般財源

事業費（A）

執

記

行率（%）

内 職員（人

の

）

訳 再任用（人）

人件

視

費（B）

フルコスト（

点

A+B）

に関

４.今後の事業展

す

開（担当課としての提

る

案）
平成21年度の事

分

業の方向性

現状の規模

析

で継続 拡大して継続 縮

・

小して継続 廃止 休止 終

課

了 他事業と統合

＜判断

題

理由＞

平成21年度の

の

取組方針

課長コメント

抽

■ 博物館で進めた調査

出

研究、市民との協働に

総

よる調査の成
●■ 果を

合

いち早く市民に公表す

評

る。また、博物館まつ

価

りは博

■ 物館事業に参

市

加する市民が企画運営

民

することで満足度を ○

ニ

□ 高くするものであり

ー

、必要性が高い。

□ 特

ズ

別展は日常の調査や資

高

料収集活動を市民と協

事

働して実
●■ 施した成

業

果発表の場であり、市

目

民の関心も高い。継続

的

す

■ ることで地域情報

の

の蓄積がなされる。 ○

達

□
■ 博物館で進めた調

成

査研究、市民との協働

状

による調査の成
●

□ 果

況

を踏まえ、市民に地域

必

の資料などを展示し、

要

観察会、
○

□ 体験学習

性

、講座などを行うこと

市

は、地域博物館の使命

の

に
○

□ 合致する。

■ 調

関

査資料の整理、写真デ

与

ータの保存等に館独自

の

のシステ
●

□ ムを構築

必

し、活用している。デ

要

ータ入力などは市民と

性

協
○

□ 働で進めている

低

こともあり、かなりの

事

コスト削減を進め
○

□

そ

ている。

博物館が市民

の

と協働で実施している

他

調査活動成果を公表す

上

るために、今後も特別




